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な地位を占めているのが中国人民大学です。我々の大学の経済学部とも交流協定をもって  




























































































常に重要な研究者群であると認知するようになったということです。   
あと、マイナーな状況紹介でごすが、中国マルクス経済学の多くの本や論文を読むなか  





済を数学化する道を最大限探求したいという姿勢が垣間見られます。   
また、マルクス経済学の中にミクロ経済学やマクロ経済学があるというのも大変面白い  
現象です。ここにそうしたマクロ経済学とミクロ経済学の教科書を見本としてお持ちしま  
したが、またこういうのは日本では考えられないことですね。   
さらに、日本で存在するマルクス経済学内のさまざまな学派が、たぶん自然的ではない  
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解釈を私は日本の正統的解釈だと思っていますが、その流れでいくつかご研究をされてい  
ます張小金先生以外にも似た傾向の本を先日発見しました。つまり、資本論を正・反・合  
























壁室（1964－，中国人民大学経済学院主任、資本論研究会副会長）   
2、 復旦大学（上海財経大学）  













柳欣   
4，度門大学  
王亜南（190卜1965，度門大学戦後首任校長）  
J   
胡培兆（経済系）；呉宣恭（経済系、現中国経済問題研究所）、鄭道停（経済系→哲学系、元々統計学）   
（1937－）  （1930－）  
J   
張興国（経済学院、社会統計学）  
J   
張小金（1948一，哲学系）  
附京1   
中国社会科学院…   
孫冶方（1908－1983）（「孫冶方経済学賞」＝中国のノーベル賞、人民大学で講義？？）  
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張卓元（1933－），元社会科学院経済研究所所長。   













国の経済、特に農業問題を研究している者です。   
今日ご報告したい点は、どれだけ話せるか時間の関係もあって分からないですけれども  













それから巫宝三は当時中国科学院の経済研究所の研究員でありました。   
この意見書はそこに書いてありますように、いろんなことが書かれてあるわけで、先ほ  
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